
 

本
年
９
月
、
沖
縄
県
は
、
ナ
ス
ミ

バ
エ
の
大
量
増
殖
・
不
妊
化
技
術
を

確
立
し
た
と
し
て
、
不
妊
虫
放
飼
に

よ
る
根
絶
に
向
け
た
防
除
を
本
格
的

に
開
始
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
の
取
組

　
沖
縄
県
は
平
成
16
年
度
以
降
、
ナ

ス
ミ
バ
エ
の
防
除
に
向
け
次
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

①
発
生
状
況
調
査 

寄
主
植
物
（
ナ
ス
、
ト
マ
ト
、
ト

ウ
ガ
ラ
シ
、
イ
ヌ
ホ
ウ
ズ
キ
類
等
）

調
査
や
黄
色
粘
着
ト
ラ
ッ
プ
調
査

に
よ
る
発
生
状
況
の
把
握 

②
密
度
抑
圧
・
ま
ん
延
防
止 

寄
主
植
物
の
除
去
（
住
宅
地
等
）
、

プ
ロ
テ
イ
ン
剤
の
散
布
（
雑
草
地
）

に
よ
る
密
度
の
抑
圧
、
ま
た
寄
主

植
物
の
移
動
規
制
や
雑
草
除
去
に

つ
い
て
地
域
住
民
へ
の
協
力
を
呼

び
か
け
る
等
に
よ
り
ま
ん
延
防
止

を
実
施 

③
防
除
技
術
の
開
発 

本
害
虫
の
生
態
の
解
明
、
大
量
増

殖
や
不
妊
化
技
術
の
開
発
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
方
法
の
検
討 

今
後
の
取
組

　
沖
縄
県
は
、
今
後
、
不
妊
虫
放
飼

に
よ
る
根
絶
防
除
を
次
の
と
お
り
実

施
す
る
予
定
で
す
。 

不
妊
虫
を
毎
週
40
万
頭
生
産
し
、

放
飼
す
る
。 

放
飼
方
法
は
蛹
放
飼
で
、島
内
の
40

地
点
に
設
置
し
た
放
飼
用
容
器
に

入
れ
て
羽
化
さ
せ
る
。 

防
除
効
果
の
確
認
は
、黄
色
粘
着
ト

ラ
ッ
プ
調
査（
月
２
回
）と
寄
主
植
物

調
査（
月
１
回
）を
併
用
す
る
。 

実
施
期
間
は
、本
年
度
か
ら
平
成

22
年
度
ま
で
。 

　
な
お
、
不
妊
虫
放
飼
法
は
、
平
成

５
年
に
達
成
さ
れ
た
ウ
リ
ミ
バ
エ
の

根
絶
で
採
用
さ
れ
た
方
法
と
同
じ
方

法
で
、
農
薬
を
使
用
す
る
防
除
と
比

較
し
て
、
環
境
に
優
し
い
防
除
方
法

の
一
つ
で
す
。 

県
民
の
皆
様
へ
の
お
願
い

　
沖
縄
県
は
、
本
害
虫
の
ま
ん
延
防

止
を
図
る
た
め
、
与
那
国
島
か
ら
の

ナ
ス
、
ト
マ
ト
な
ど
の
ナ
ス
科
野
菜

の
果
実
（
寄
主
植
物
）
の
持
ち
出
し

を
控
え
る
よ
う
、
地
域
住
民
を
始
め

旅
行
者
等
に
も
広
く
呼
び
か
け
て
お

り
ま
す
。
防
除
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
に
も
、
こ
の
移
動
に
関
す
る
自
主

規
制
に
つ
い
て
、
県
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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ナ
ス
ミ
バ
エ
の
根
絶
に
向
け
た
防
除
を
開
始

Point

1

10

ナ
ス
ミ
バ
エ
は
、
ナ
ス
、
ト
マ
ト
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
等
の
ナ
ス
科
の
野
菜
に
被
害
を
与
え
る
害
虫
で
、
現
在
、
国
内
で
は
与
那
国
島

だ
け
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
本
害
虫
の
分
布
が
拡
大
し
た
場
合
、
果
菜
類
を
中
心
に
重
大
な
被
害
を
与
え
、
沖
縄
の
み
な
ら
ず
我

が
国
の
農
業
振
興
上
大
き
な
障
害
と
な
る
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
農
林
水
産
大
臣
は
、
平
成
１６
年
１１
月
、
植
物
防
疫
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
沖
縄
県
知
事
に
対
し
、
発
生
状
況
を
把
握
し
、
ま
ん
延
防
止
と
被
害
軽
減
の
た
め
の
防
除
対
策
を
講
じ
る
よ
う
指
示
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
沖
縄
県
は
、
与
那
国
町
の
協
力
の
下
、
発
生
状
況
を
把
握
し
、
本
害
虫
の
ま
ん
延
防
止
を
図
る
と
と

も
に
、
防
除
技
術
の
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 


